
課題成果

③人に説明できるレベルまで理解しようと、授業に能動的
に取り組むようになった。

①感想戦の時間を有効に使えないグループがあ
ったので、有用性に気付ける進め方を工夫する。

②評価者の態度目標のルーブリックが存在しな
かったため、評価者が自らの受信力の向上を客
観的に判断しにくかった。

高校物理で、知識の定着と
発信力・受信力・協働する力の育成を促す指導の工夫
―ルーブリックを基にした生徒同士による「グループ模擬授業」及び「感想戦」を通して―
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②大多数の生徒が、研究校が育成を目指す資質・能力
（発信力・受信力・協働する力）が向上した。

目指す生徒像
・物理の授業で、学んだ知識が定着し、
人に教えられるレベルまで理解した生徒
・発信力、受信力、協働する力をもつ生徒

生徒の活動
教科書と専用プリントを利用して、
予習を行う。

講義型授業で、予習では
理解が難しい部分や、深い
学びにつながる補足知識を
教員が教える。

手立て２

模擬授業の振り返り
（感想戦）

教員の活動

手立て１
グループ模擬授業と

相互評価

①模擬授業と感想戦を繰り返すことで知識が定着した。

態度 目標のルーブリックを提示 模擬授業者役生徒が、ルーブリック
に沿って予習内容に関する模擬授業
を行う。終了後は、評価者役生徒が
評価シートを用いてルーブリックの基
準で評価する。

単元 目標のルーブリックを提示 模擬授業者役生徒が、ルーブリックに
沿って教員の講義内容に関する模擬
授業を行う。先ほどと同様に評価も行
う。

先ほどの模擬授業の感想戦を行う。
評価の根拠を伝えたり、自分の理解
が曖昧なところを質問したりする。

感想戦の様子から、更に
補足が必要だと感じた部分
を教える。

学習の流れ 模擬授業評価シート

評１：自分の評価はＢかな。Ａ評価の基準
「残留率の公式がg単位でも使える
理由」のところで、分母と分子に分子
量Ｍ(g/mol)を掛けると説明してい
たけど、あれは違うと思うな。NとN0の
単位がmolでなく個数だから、g単位
にはならないよ？

授１：うーん・・・・（どうすればよいのか分か
らず考える）

評２：個数をmolに直せばよいんだから、ア
ボガドロ定数NAを使うんだよ。

授１：どうやって？
評２：(授１の授業プリントに書き込んで

説明を始める)

評１、評２：評価者役生徒
授１：模擬授業者役生徒

感想戦の様子
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